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問

在

学
校
の
名
称
は
、
教
育
目
標
を
具
体
的
な
形
で

外
部
に
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
を
ど

の
よ
う
に
定
め
る
か
は
、
教
育
内
容
の
充
実
と
共

に
、
学
校
経
営
者
に
と
っ
て
極
め
て
重
大
な
問
題

で
あ
る
。

又
、
現
実
の
学
校
の
名
称
で
は
、
設
立

さ
れ
て
い
る
地
域
名
を
学
校
名
の
中
に
取
り
込
ん

で
い
る
も
の
が
多
い
が
、
教
育
結
果
に
対
す
る
社

会
か
ら
の
評
価
に
よ
っ
て
は
、
地
域
名
を
超
え
た

著
名
性
を
学
校
の
名
称
が
獲
得
す
る
場
合
も
少
な

く
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
著
名
性
は
、
学
校
に
対

す
る
社
会
か
ら
の
評
価
と
共
に
、
学
校
経
営
上
の

利
益
に
も
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
著

名
性
を
第
三
者
が
利
用
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
対

し
て
は
、
学
校
経
営
者
と
し
て
は
法
的
な
対
処
を

含
む
自
己
の
権
利
な
い
し
利
益
を
守
る
た
め
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
本
稿
で
は
、

広
島
県
呉
市
に
設
立
さ
れ
た
学
校
の
名
称
が
、
東

京
都
内
の
著
名
な
学
校
の
名
称
と
類
似
し
て
い
る

と
し
て
差
止
請
求
が
認
め
ら
れ
た
事
例
を
取
り
あ

げ
、
学
校
の
名
称
の
持
つ
法
律
上
及
び
事
実
上
の

意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

原
告

X
は
、
東
京
都
内
に
、
「
青
山
学
院
大
学
」
、

「
青
山
学
院
高
等
部
」
、

[事実関係図]

名称使用差止請求ほか→

x...................................................y 

「呉青山学院」「青山学院」

「
青
山
学
院
中
等
部
」
、

(広島県呉市青山町)

つ
い
て
商
標
権
を

「
青
山
学
院
初
等

部
」
等
の
各
学
校

を
設
置
運
営
す
る

学
校
法
人
で
あ
る
。

X
は
、
前
記
各
学

校
又
は
そ
の
集
合

体
を
表
す
も
の
と

し
て
、

「
青
山
学

院
」
、

「
〉
O
可

ω
B
m凶

(東京都港区渋谷)

。mww口
同
ロ
」

の
各
名

称
を
用
い
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
表
現
に

取
得
し
て
い
る
。

被
告
Y
は
、
従
前

Y
の
名
称
を
用
い
た
「
清
水
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ケ
丘
高
等
学
校
」
と
い
う
名
称
の
高
等
学
校
を
設

置
運
営
し
て
い
た
が
、
平
成
一
二
年
四
月
、
広
島

県
呉
市
青
山
町
に
、
「
呉
青
山
学
院
中
学
校
」
と

い
う
名
称
の
中
学
校
を
新
た
に
開
設
し
、
こ
の
学

校
を
表
す
名
称
と
し
て
「
呉
青
山
学
院
中
学
校
」
、

「
同
C
H，O

〉
O
可

ω冨
ω
の
ω}内ロピ
μ

」、

「
}
ハ
ロ
円
。
〉
O
M『
印
日

ω

。ω
E
E
T
E
o
H
Z
H
m
Y
E
F
o
o
H
」
を
用
い
、
同

中
学
校
が
中
高
一
貫
教
育
を
行
う
こ
と
を
う
た
っ

て
入
学
希
望
者
の
募
集
等
を
行
っ
た
。

本
件
は
、

Y
に
よ
る
「
呉
青
山
学
院
」

の
名
称
の
使
用
は
、
不
正
競
争
防
止
法
第
二
条
第

X
、が、

一
項
第
一
号
な
い
し
第
二
号
に
い
う
不
正
競
争
行

為
に
当
た
り
、

又
は

X
の
商
標
権
を
侵
害
し
て
い

る
と
し
て
、
名
称
使
用
の
差
止
及
び
損
害
賠
償
を

求
め
た
事
案
で
あ
る
。

X
は
、
請
求
に
際
し
て
、

①
遅
く
と
も
平
成
一
一
年
三
月
ま
で
に
は
、
「
青

山
学
院
」
の
名
称
は
X
の
行
う
教
育
事
業
な
い
し

そ
の
設
置
運
営
す
る
学
校
を
表
す
名
称
と
し
て
著

名
と
な
っ
て
い
た
、
②
「
呉
青
山
学
院
」
の
名
称

の
要
部
は
「
青
山
学
院
」

の
部
分
に
あ
り
、
著
名

な
学
校
名
称
に
地
域
名
を
冠
す
る
こ
と
が
広
く
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
「
呉
青
山
学
院
」



と
「
青
山
学
院
」
と
は
類
似
し
た
観
念
を
生
ず
る
、

③
青
山
学
院
大
学
へ
の
入
学
希
望
者
は
全
国
か
ら

あ
る
ほ
か
、
受
験
説
明
会
等
も
全
国
で
実
施
さ
れ

て
お
り
、

「
青
山
学
院
」

の
名
称
は
広
島
県
呉
市

に
お
い
て
も
著
名
性
が
あ
る
、
等
と
主
張
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
Y
は
、
①
そ
も
そ
も
学
校
教
育

は
不
正
競
争
防
止
法
に
い
う
「
営
業
」
に
当
た
ら

な
い
、
②
「
青
山
学
院
」
自
体
に
X
の
主
張
す
る

よ
う
な
著
名
性
は
認
め
ら
れ
ず
、
③
そ
も
そ
も

「
青
山
学
院
」

「
学
院
」
と
の
普

「
青
山
」

lま

と

通
名
称
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
点

か
ら
も
著
名
性
は
認
め
ら
れ
な
い
、
④
「
呉
青
山

学
院
」

呉

の
部
分
に
重
要
性
が
あ
り
、

lま

「
青
山
学
院
」

と
は
異
な
る
観
念
を
生
じ
さ
せ
る

も
の
で
あ
り
、
両
者
は
類
似
し
な
い
、
⑤
少
な
く

と
も
「
青
山
学
院
中
等
部
」
が
広
島
県
呉
市
に
お

い
て
著
名
性
を
有
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
、
⑥

「
呉
青
山
学
院
」
が

Y
の
設
立
に
係
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は
入
学
希
望
者
層
に
対
し
て
周
知
さ
れ
て

お
り
、
誤
認
混
同
は
生
じ
な
い
、
等
と
反
論
し
た
。

JW
議
議
雰
議
滅
容

判

決

要

旨

「
不
正
競
争
防
止
法
:
:
:
に
い
う
「
営
業
」

は
、
広
く
経
済
的
対
価
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
事
業
を
指
し
、
病
院
等
の
医
療
事
業
、

予
備
校

の
経
営
や
慈
善
事
業
等
を
も
含
む
も
の
で
あ
っ
て
、

私
立
学
校
の
経
営
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
」
。

又、

「X
名
称
は
、
遅
く
と
も
平
成
一
一
年
三
月
ま
で

X
が
行
う
教
育
事
業
及
び
X
が
運
営
す
る

T

」
斗
J
F

、

各
学
校
を
表
す
名
称
と
し
て
、
:
:
:
著
名
な
も
の

に
な
っ
て
い
た
」
と
認
め
ら
れ
る
。

「X
漢
字
名
称
は

「
青
山
学
院
」

で
あ
っ
て
、

一
般
論
と
し
て
、
こ
の
う
ち
「
青
山
」

の
部
分
が

人
名
・
・
・
・
・
・
又
は
地
名
・
・
・
・
・
・
と
し
て
あ
り
ふ
れ
た
名

称
で
あ
り
、

「
学
院
」

の
部
分
が
学
校
の
異
称
で

あ
っ
て
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
や
各
種
学
校
等

に
お
い
て
多
く
用
い
ら
れ
る
普
通
名
称
で
あ
る
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
か
ら
は
営
業

主
体
の
識
別
表
示
と
し
て
の
称
呼
、
観
念
は
生
じ

ず
、
「
青
山
学
院
」
全
体
と
し
て
の
み
識
別
表
示

と
し
て
の
称
呼
、
観
念
が
生
じ
る
も
の
で
あ
る
と

こ
ろ
、
本
件
に
お
い
て
は
、
前
記
の
と
お
り
、
原

告
名
称
が
著
名
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

「
青
山
学
院
」
全
体
と
し
て
強
い
自
他
識
別
力
を

有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
」

「
他
方
、

Y
漢
字
名
称
は

「
呉
青
山
学
院
中
学

と

校
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、

こ
の
う
ち

「
中
学
校
」

の
部
分
は
学
校
教
育
法
上
の
中
等
普

通
教
育
を
施
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
学
校
を
示
す

普
通
名
称
で
あ
り
:
:
:
、
「
学
院
」

の
部
分
は
学

校
の
異
称
で
あ
っ
て
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
や

各
種
学
校
等
に
お
い
て
多
く
用
い
ら
れ
る
普
通
名

称
で
あ
る
。
そ
し
て
、
冒
頭
の

「
呉
青
山
」

の
v

フ

ち、

「
呉
」
が
広
島
県
の
都
市
の
名
称
と
し
て
全

国
的
に
広
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

「
青
山
」

の
部
分
は
、

人
名
:
・
・
:
又
は
地
名
と
し

て
あ
り
ふ
れ
た
名
称
で
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も
広

島
県
の
地
名
と
し
て
「
青
山
」

の
名
称
が
使
用
さ

れ
て
い
る
地
域
が
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
う
す
る
と
、

Y
漢
字
名
称
の
う
ち
、
営
業
主
体

の
識
別
表
示
と
し
て
の
称
呼
、
観
念
が
生
じ
る
の

は
、
「
呉
青
山
学
院
中
学
校
」
全
体
、
「
呉
青
山
学

院
」
の
部
分
及
び
「
青
山
学
院
」

の
部
分
で
あ
る

が
、
本
件
に
お
い
て
は
、
前
記
の
と
お
り
X
名
称

が
著
名
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
照
ら
せ

ば

の
部
分
が
、
特
に
Y
漢
字
名

称
を
自
に
し
た
者
の
注
意
を
ひ
き
、
強
い
自
他
識

「
青
山
学
院
」

別
カ
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
臼
」

「
上
記
の
と
お
り
、

Y
漢
宇
名
称
に
つ
い
て
は
、

そ
の
う
ち
「
青
山
学
院
い
の
部
分
か
ら
も
織
別
表

示
、
と
し
て
の
称
呼
、
観
念
が
生
じ
る
も
の
で
あ
る
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か
ら
、

X
漢
字
名
称
と

Y
漢
字
名
称
と
は
、
「
青

の
部
分
に
つ
い
て
外
観
が
共
通
し
、

山
学
院
」

「
ア
オ
ヤ
マ
ガ
ク
イ
ン
」

の
称
呼
を
生
じ
る
点
で

も
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
:
:
:
「
青
山
学
院
」

の
表
示
が
著
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

Y
漢

字
名
称
か
ら
は
「
青
山
学
院
と
何
ら
か
の
関
連
を

有
す
る
呉
所
在
の
中
学
校
」
と
い
う
観
念
が
想
起

さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
両
者
は
観
念
に
お
い
て
類

似
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」

「
Y
の
設
置
運
営
す
る
呉
青
山
学
院
中
学
校
の

所
在
地
が
呉
市
青
山
町
二
番
一
号
で
あ
る
こ
と
に

照
ら
せ
ば
、
「
呉
青
山
」
は
、
「
呉
市
青
山
町
」
を

短
縮
表
記
し
た
も
の
と
し
て
、
役
務
提
供
の
場
所

を
示
す
名
称
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

「
中
学
校
」

の
語
は
学
校
教
育
法
上
の
中
等
普
通

教
育
を
施
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
学
校
を
示
す
普

通
名
称
で
あ
る
が
、

法
令
上
の
用
語
で
も
あ
る

(
学
校
教
育
法
一
条
、
三
五
条
参
照
)
。
他
方
、

「
学
院
」
は
、
学
校
の
異
称
で
あ
っ
て
、
ミ
ツ
シ

ヨ
ン
ス
ク
ー
ル
や
各
種
学
校
等
に
お
い
て
多
く
用

い
ら
れ
る
普
通
名
称
で
あ
る
が
、
法
令
上
の
根
拠

を
有
す
る
語
で
は
な
い
。
「
学
院
」
の
語
は
、
所

在
地
の
地
名
と
組
み
合
わ
せ
て
学
校
の
名
称
と
し

て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
地
名
(
地
方
名
、

県
名
、
市
町
村
名
等
)
に
「
学
院
」
の
語
を
直
接

続
け
た
「

O
O学
院
」
の
名
称
を
用
い
て
い
る
中

学
校
な
い
し
高
等
学
校
の
数
は
約
三

O
校
で
、
全

国
の
中
学
校
、
高
等
学
校
の
総
数
か
ら
み
れ
ば
極

め
て
小
さ
な
割
合
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
名

称
を
み
る
と
、
例
え
ば
、
地
方
名
を
冠
し
た
も
の

は
東
北
学
院
、
関
東
学
院
、
関
西
学
院
、
九
州
学

院
、
常
総
学
院
な
ど
、
県
名
・
市
町
村
名
等
を
冠

し
た
も
の
は
広
島
学
院
、
宮
城
学
院
、
目
黒
学
院
、

帝
塚
山
学
院
な
ど
で
あ
っ
て
、
そ
の
多
く
は
、
単

に
当
該
地
名
に
よ
り
表
さ
れ
た
地
域
に
所
在
す
る

学
校
と
い
う
意
味
を
超
え
て
、
特
定
の
経
営
主
体

に
よ
り
設
置
運
営
さ
れ
て
い
る
特
定
の
学
校
を
示

す
固
有
名
称
と
し
て
社
会
的
に
認
識
さ
れ
て
い
る

こ
と
:
:
:
に
照
ら
せ
ば
、
所
在
地
の
地
名
と
「
学

院
」
の
組
合
せ
が
、
普
通
名
称
又
は
学
校
に
つ
い

て
慣
用
さ
れ
て
い
る
表
示
に
該
当
す
る
と
認
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
」

Y
が
設
置
す
る
中
学
校
に

つ
き
Y
名
称
を
用
い
る
行
為
は
、
不
正
競
争
防
止

法
二
条
一
項
二
号
に
規
定
す
る
不
正
競
争
行
為
に

該
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
と
選
択
的
関
係

「
以
上
の
と
お
り
、

に
立
つ
同
法
二
条
一
項
一
号
所
定
の
不
正
競
争
行

為
及
び
商
標
権
侵
害
を
理
由
と
す
る
各
差
止
請
求

に
関
す
る
X
の
主
張
の
当
否
に
つ
き
検
討
す
る
ま
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Y
に
対
し
て
Y
名
称
の
使
用
の
差
止

め
を
求
め
る
X
の
請
求
は
理
由
が
あ
る
。
」

で
も
な
く
、

「

X
は、

Y
が
Y
名
称
を
用
い
た
こ
と
に
よ
り
、

不
正
競
争
防
止
法
一
条
一
項
二
号
所
定
の
著
名
商

品
等
表
示
と
し
て
の
X
名
称
の
識
別
力
が
希
釈
化

し
、
い
わ
ゆ
る
「
グ
ッ
ド
ウ
イ
ル
」
が
殿
損
さ
れ

た
と
い
う
意
味
で
の
損
害
を
被
っ
た
と
主
張
す
る
。
」

「
し
か
し
、
本
件
全
証
拠
に
よ
っ
て
も
、

Y
の
行

為
に
よ
っ
て
、

X
名
称
に
つ
き
:
:
:
具
体
的
な
損

害
が
生
じ
た
と
ま
で
は
」
認
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、

「X
の
損
害
賠
償
請
求
は
理
由
が
な
い
。
」

本
件
は
、

Y
の
設
置
し
た
学
校
の
名
称
が
、

X 

の
設
置
運
営
す
る
学
校
の
名
称
と
類
似
し
て
い
る

か
が
争
わ
れ
、
不
正
競
争
防
止
法
に
基
づ
く
差
止

請
求
が
認
め
ら
れ
た
事
案
で
あ
る
。

不
正
競
争
防
止
法
は
、
競
争
秩
序
の
維
持
、
発

展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
不
正
競
争
行
為

を
禁
止
す
る
法
律
で
あ
り
、
公
的
機
関
で
な
く
私

人
に
差
止
請
求
や
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
て
い
る

点
に
特
徴
が
あ
る
。
本
件
で
X
が
主
張
し
た
同
法



第
二
条
第
一
項
第
一
号
第
二
号
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

商
品
や
営
業
主
体
の
混
同
行
為
(
第
一
号
)
、
他

人
の
著
名
表
示
を
不
正
に
利
用
す
る
行
為
(
第

号
)
を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
り
、
要
件
に
微
妙
な

違
い
は
あ
る
が

(
第
二
号
で
は
混
同
が
生
じ
て
い

る
こ
と
は
必
要
で
な
い
て
全
体
と
し
て
、
他
人

の
営
業
に
便
乗
し
て
自
己
の
利
益
を
図
ろ
う
と
す

る
行
為
を
不
正
競
争
と
し
て
禁
止
し
て
い
る
、
と

考
え
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
ロ

な
お
、
本
件
で
裁
判
所
が
Y
の
行
為
を
不
正
競

争
で
あ
る
と
認
め
た
の
は
、
前
記
の
う
ち
第
二
号

に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、

X
が
そ
の
他
に
主
張

し
て
い
た
第
一
号
及
び
商
標
権
侵
害
に
つ
い
て
は
、

判
断
す
る
ま
で
も
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

民
事
訴
訟
の
技
術
的
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、
裁
判

所
が
法
的
判
断
を
示
す
の
は
、

X
の
求
め
て
い
る

結
論
(
本
件
で
言
え
ば
名
称
使
用
の
差
止
)
が
認

め
ら
れ
る
べ
き
か
否
か
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
で
あ
る
か
ら
、

一
つ
の
理
由
(
本
件
で
言
え

ば
第
二
号
)
に
基
づ
い
て
差
止
が
認
め
ら
れ
る
以

上
、
他
の
理
由
に
つ
い
て
あ
え
て
判
断
を
し
な
く

て
も
結
論
が
変
わ
ら
な
い

(
こ
れ
は
当
事
者
に
と

つ
て
は
裁
判
が
早
く
終
わ
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
)
、

と
い
う
だ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
、
判
断
さ
れ
な
か

っ
た
他
の
理
由
の
持
つ
法
律
上
の
意
味
が
、
必
ず

し
も
小
さ
い
と
は
限
ら
な
い
こ
と
に
注
意
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

本
件
に
お
い
て

Y
は、

「
青
山
学
院
」

の
名
称

の
著
名
性
を
争
う
と
共
に
、

「
青
山
学
院
」

の
名

称
が
、
「
青
山
」
「
学
院
」
に
分
離
す
れ
ば
い
ず
れ

も
普
通
名
称
で
あ
る
こ
と
、

又
、
「
呉
青
山
学
院
」

に
つ
い
て
も
、
呉
市
青
山
町
に
あ
る
中
学
校
以
上

の
観
念
は
生
じ
な
い
と
主
張
し
て
い
る
が
、
裁
判

所
は
、

「
青
山
」
と
「
学
院
」
が
そ
れ
ぞ
れ
普
通

名
称
で
あ
っ
て
も
、
「
青
山
学
院
」
と
合
体
し
た

場
合
に
X
の
教
育
事
業
を
表
す
著
名
表
示
で
あ
る

「
呉
青
山
学
院
」
の
名

と
判
断
し
、

か
つ
、

Y 
の

称
に
つ
い
て
も
分
析
的
に
検
討
を
加
え
、

「
青
山

学
院
」
が
連
続
で
使
用
さ
れ
て
い
る
点
を
捉
え
て
、

X
名
称
と
類
似
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
類
似
性
に
関
す
る
判
断
に
つ
い
て
、
裁
判

所
の
裁
量
が
あ
る
程
度
大
き
く
な
る
こ
と
は
避
け

「
青
山
学
院
」
の
全
国
的
な
周
知

ら
れ
な
い
が
、

性
か
ら
し
て
、

呉

の
名
称
を
冠
し
た
と
し
て

も
、
両
者
が
類
似
で
あ
る
と
の
結
論
に
そ
れ
程
異

論
は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。

但
し
、
前
記
の
と
お
り
、
本
件
で
は

「
青
山
学

院
」
と
一
体
化
し
た
名
称
に
不
正
競
争
防
止
法
上

の
要
保
護
性
が
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

例
え
ば
、

Y
の
名
称
が
「
呉
青
山
学
園
中
学
校
」

と
な
っ
て
い
た
場
合
に
、
類
似
性
に
関
す
る
結
論

が
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
は
か
な
り
微
妙
で
あ
る
。

又、

X
の
損
害
賠
償
請
求
が
棄
却
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
明
ら
か
な
と
お
り
、
こ
の
よ
う
な
事
案
で

の
損
害
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
者
の
利
益
が
全

て
損
害
と
な
る
わ
け
で
な
い
以
上
、
算
定
が
困
難

な
場
合
も
少
な
く
な
い
。

結
局
、
学
校
経
営
者
と
し
て
は
、
自
己
の
運
営

す
る
学
校
の
社
会
的
評
価
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
高

く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
常
に
不
正
競
争
の
危
険
に
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
必
要
が
あ
り
、
か
つ
、

そ
こ
で
の
法
的
救
済
に
つ
い
て
も
、
名
称
使
用
等

い
わ
ば
守
り
の
姿
勢
に
徹
す
る

の
差
止
と
い
う
、

し
か
な
い
点
に
、
併
せ
て
注
意
す
る
必
要
が
あ
る

で
あ
ろ
う
。

(
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波
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